




要約:先天性代謝異常症マス・スクリーニング用ろ紙血を用いてウィルソン病マス・スク

リーニングとしてセルロプラスミン値を測定した。測定方法は東邦大学提供の二抗体

ELISA 法(血清表示)を用いて行った。測定検体数は 763 検体で採血は生後 5.7±2.0 日、

測定は 12.5±5.9 日であった。セルロプラスミンの平均値は 18.8±4.9 ㎎/dl で最小値は

6.7 ㎎/dl、30 ㎎/d1 以上は 57 例であった。低値例として 9.0 ㎎/dl 以下の 5 例中 4 例に

ついて月齢 7ヵ月で再検を行ったがすべて正常であった。再検を行った 4例中 2例は高ビ

リルビン血症に対する治療を受けており肝機能異常症として経過観察されていた。偽陽性

として新生児高ビリルビン血症を伴う肝機能異常症の症例が出現する可能性が示唆された。


